
５月２３日 「子どもの権利条約 －武蔵野市の条例－」 

 

先週、金曜日、土曜日と学校公開がありました。しっかり勉強している様子、

友達と力を合わせて生活している様子を、お家の方や地域の皆様に見ていただ

きました。皆さんの頑張っている姿、成長している姿すばらしかったです。 

さて、皆さんは「子どもの権利条約」という言葉を聞いたことがありますか。

難しい言葉ですが、子どもの権利とは、子供が子供らしく生きるために守られ

るべきことがらです。そして、子供の権利条約は、子供の命と健やかな成長を

守るために、ユニセフや世界中の国々が協力して、今から 30 年ほど前に作ら

れました。なぜ、作られたかというと、世界には、まずしい暮らしに苦しんで

いたり、自然災害や戦争に巻き込まれたり、家族や住む家をなくしたり、学校

に通えなかったりするなど、多くの問題に苦しんでいる子どもがいるからです。

その子どもたちを助けよう、そして、子どもの権利を守っていこうと条約を作

って約束したのです。 

子どもの権利条約には、４つの原則があります。 

①命を守られ成長できること 

②子供にとって最も良いことを考えること 

③意見を表明し、参加できること 

④差別のない生活を送ること 

です。このような権利条約を受けて、今、武蔵野市では子供の権利に関する条

例を作ろうとしています。条約は国同士のルールですが、条例というのは市の

ルールです。作るにあたって、子供の意見も聞こうと、小学生の子供たちにア

ンケート調査があったり、意見を言える場としてパブリックコメントに参加で

きたりします。子供の権利とは何か、どう守っていくことが大切か、皆さんも

考えていきましょう。 

 


